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ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

４
月
度
生
涯
研
修

日
時　

４
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

鈴
木
哲
也
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
口
腔
保

健
工
学
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
顎
堤
吸
収
の
著
し
い
下
顎
無
歯
顎
症
例
へ
の
対
応
」

よ
い
義
歯
と
だ
め
な
義
歯
を
分
け
る
７
つ
の
ル
ー
ル

社
保
講
習
会

日
時　

４
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
２
年
４
月
版
）」
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

返
戻
事
例
と
突
合
・
縦
覧
点
検
、算
定
日
記
載
に
よ
る
審
査

日
時　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

午
前
：
接
遇
マ
ナ
ー
講
習
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含
む
）

午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

講
師　

�

午
前
：
水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
准
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
０
０
０
円
）
を
配

布
、『
修
了
証
』
を
発
行
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

第
51
回
定
期
総
会　

市
民
公
開
講
演
会

日
時　

�

５
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
～
５
時
（
開
場
は
午
後

２
時
45
分
）

会
場　

�

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
グ
ラ
ス
ミ
ア
大
阪
21
階
「
ス
ノ
ー

ベ
リ
ー
」
の
間
（
Ｊ
Ｒ
「
難
波
」
駅
徒
歩
１
分
）

定
員　

１
５
０
人

講
師　

�

孫
崎
享
氏
（
元
外
務
省
国
際
情
報
局
長
、
元
防
衛
大

学
校
教
授
）

会
費　

無
料
※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

戦
後
史
の
タ
ブ
ー
に
迫
る
！

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
総
会
・
市
民
講
座

日
時　

６
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

講
師　

小
野
塚
實
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

記
念
講
演　

「
噛
め
ば
脳
が
若
返
る
」
成
績

（
脳
力
）
ア
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
脱
メ
タ
ボ

柴
島
浄
水
場
守
っ
た
高
射
砲
陣
地

東
淀
川
区

食
材
を
切
る
参
加
者
ら
（
上
）
＝
３
月
２
日
、
ク
レ
オ
大
阪
中
央

「
そ
の
人
の
も
つ
特
長
を
引
き
出
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
」と
語
る
講
師
と
メ
ー
ク
を
受
け
る
受
講

者（
下
）＝
３
月
10
日
、
保
険
医
会
館

淀川

柴
島
浄
水
場

柴
島
浄
水
場

崇禅寺駅

柴島駅

淡路駅
高射砲陣地跡

善教寺善教寺

柴島高校柴島高校

東淀川区東淀川区

大阪の
戦跡戦跡

⑥機関紙協会大阪
坂手崇保

　

第
二
次
大
戦
末
期
、
米
軍

の
空
襲
で
は
淀
川
に
か
か
る

交
通
の
要
所
、
長
柄
橋
と
赤

川
鉄
橋
と
と
も
に
柴
島
（
く

に
じ
ま
）
浄
水
場
が
狙
わ
れ

た
。
阪
急
千
里
線
・
崇
禅
寺

駅
前
に
浄
水
場
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壁
面
の
弾
痕
が
保
存
さ

れ
て
い
る
。
１
９
４
５
年
６

月
７
日
の
大
空
襲
で
浄
水
場

は
爆
弾
、
焼
夷
弾
に
よ
っ
て

沈
殿
池
の
一
部
が
破
壊
、
送

水
ポ
ン
プ
場
の
焼
失
、
重
要

送
水
管
の
破
壊
で
市
内
へ
の

送
水
が
不
可
能
と
な
っ
た
。

　

柴
島
浄
水
場
や
延
原
兵
器

工
場
を
守
る
た
め
、
昭
和
10

年
頃
、
現
在
の
西
淡
路
５
丁

目
に
高
射
砲
陣
地
が
作
ら
れ

た
。
砲
台
と
弾
薬
庫
が
設
置

さ
れ
10
人
ほ
ど
の
兵
隊
が
常

駐
し
た
。
大
阪
市
内
で
現
在

も
高
射
砲
陣
地
跡
を
形
と
し

て
確
認
で
き
る
の
は
こ
こ
だ

け
。
砲
台
は
半
円
を
描
く
よ

う
に
６
基
が
並
び
、
２
基
は

92
年
に
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の

た
め
取
り
壊
さ
れ
た
。
２
０

１
２
年
７
月
に
２
基
が
取
り

壊
さ
れ
て
宅
地
と
し
て
売
り

に
出
さ
れ
今
は
工
事
中
だ
。

残
る
２
基
は
住
宅
と
工
場
の

一
部
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
弾
薬
庫
の
建
造

物
も
住
宅
と
し
て
改
装
さ
れ

て
い
る
。
住
民
や
研
究
者
か

ら
保
存
と
文
化
財
指
定
の
要

望
が
出
さ
れ
て
市
道
建
設
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
が
、
こ

の
第
一
級
の
戦
争
遺
跡
を
残

せ
る
か
ど
う
か
微
妙
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　

府
立
柴
島
高
校
は
戦
後
に

設
立
さ
れ
た
新
設
高
校
だ

が
、
戦
災
を
受
け
た
中
心
に

位
置
す
る
。
正
門
を
入
っ
た

一
角
に
「
奪
わ
れ
し
者
の
叫

び
」
の
像
と
左
側
に
旧
長
柄

橋
橋
脚
の
弾
痕
石
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
こ
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
は
83
年
夏
、
彫
刻
家
金

城
実
先
生
の
指
導
の
も
と
生

徒
達
自
身
の
手
に
よ
っ
て
創

ら
れ
た
も
の
も
の
だ
。

善
教
寺
慰
霊
碑

　

こ
の
地
域
の
空
襲
の
激
し

さ
が
お
寺
や
墓
地
に
深
く
刻

み
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

天
六
方
面
か
ら
長
柄
橋
を

渡
っ
て
す
ぐ
、
浄
水
場
に
接

す
る
よ
う
に
善
教
寺
が
あ

る
。
空
襲
の
と
き
、
住
職
は

天
王
寺
区
の
高
校
の
教
師

で
、
２
日
続
き
の
宿
直
の
間

に
寺
は
全
焼
。
妻
は
死
亡
し

娘
も
傷
つ
い
た
。
狭
い
境
内

と
墓
地
に
数
十
個
の
焼
夷
弾

の
殻
が
残
っ
て
い
た
と
い

う
。
寺
の
近
く
に
埋
葬
さ
れ

て
い
た
妻
を
含
む
58
人
の
遺

体
を
13
回
忌
に
掘
り
出
し

「
柴
島
浜
町
戦
災
犠
牲
者
慰

霊
塔
」
を
建
立
し
て
霊
を
弔

っ
て
い
る
。

�
（
つ
づ
く
）

に
ア
イ
メ
ー
ク
の
手
直
し
実

演
を
行
っ
た
。

　

講
師
の
角
谷
安
規
子
氏
は

正
し
い
メ
ー
ク
を
す
る
こ
と

で
精
神
が
豊
か
に
な
り
、
社

会
的
積
極
性
の
上
昇
に
つ
な

が
る
と
語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
眉
を
整

え
る
だ
け
で
こ
れ
ほ
ど
表
情

が
変
わ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ

た
。

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
牡
蠣
ご

は
ん
、
鰆
の
菜
の
花
焼
き
、

え
び
団
子
の
吸
い
物
、
変
わ

り
お
ろ
し
和
え
、
桜
も
ち
。

　

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
講
座
で
は

普
段
マ
ス
ク
姿
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い
ド
ク
タ
ー
の
た
め

に
、
眉
の
手
入
れ
な
ど
全
員

　

組
織
部
は
３
月
２
日
に

「
男
の
料
理
教
室
」
を
、
10

日
に
「
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
講

座
」
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
９

人
、
７
人
が
参
加
し
た
。

　

男
の
料
理
教
室
は
５
回
目

の
開
催
。
春
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
和
食
に
挑
戦
し

　

変
更
内
容
は
、（
１
）
歯

科
技
工
指
示
書
の
記
載
事
項

の
変
更
・
追
加
、（
２
）
歯

科
技
工
所
の
構
造
設
備
基
準

　

歯
科
診
療
報
酬
の
抑
制
が

続
く
な
か
、
歯
科
診
療
所
と

と
も
に
歯
科
技
工
所
の
経
営

悪
化
が
続
い
て
い
る
。
日
本

歯
科
技
工
士
会
の
調
査
で
は

20
代
の
技
工
士
の
離
職
率
が

75
％
に
上
る
な
ど
、
後
継
者

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　

改
定
で
は
、
１
割
弱
の
技

工
所
が
改
定
で
示
さ
れ
た
設

備
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
（『
日
本
歯
科

新
聞
』
２
０
１
３
年
１
月
15

日
）。

　

日
本
の
歯
科
技
工
を
支
え

て
い
る
の
は
零
細
事
業
所
で

あ
る
。
技
工
所
の
安
全
性
の

向
上
は
必
要
で
あ
る
が
、
技

工
所
の
実
態
に
合
わ
な
い
基

準
の
押
し
付
け
は
、
多
く
の

零
細
技
工
所
を
廃
業
に
追
い

込
み
、
国
内
歯
科
技
工
の
衰

退
を
加
速
さ
せ
か
ね
な
い
。

基
準
の
改
善
は
実
態
に
合
わ

せ
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

を
施
行
規
則
に
追
加
し
た
２

項
目
（
主
な
改
正
点
は
別

表
）。

　

改
正
の
目
的
は
、
歯
科
補

て
つ
物
の
作
成
過
程
等
を
追

跡
・
把
握
す
る
体
制
の
確
保

や
技
工
所
の
衛
生
安
全
の
質

を
確
保
す
る
た
め
。

民家の裏に建つ高射砲台跡と善教寺の柴島浜町
戦災犠牲者慰霊塔　　　　　　　　　　　　　

文
化
企
画
旺
盛

料
理
教
室
、メ
ー
ク
講
座

零
細
技
工
所
廃
業
の
恐
れ

技
工
士
法
　
施
行
規
則
一
部
改
正
を
施
行

実
態
則
し
た
基
準
改
善
必
要

組織部

改正の主なポイント
（１）歯科技工所の記載事項の変更・追加
○「患者の氏名」「歯科医師の勤務所在地」
　「歯科技工所の所在地」を記載
（２）歯科技工所の構造設備基準
○歯科技工に必要な設備・器具の整備
○手洗設備の設置
○常時居住する場所との区別
○10平方メートル以上の面積確保
○床を板張り、コンクリートに準ずるのにする
○出入口及び窓が閉鎖できること
○防じん、防湿、防虫、防鼠の設備の整備
○廃水・廃棄物の処理に要する設備・器具の整備
○じんあい、微生物による汚染防止設備の整備
○歯科技工用の原料、材料等の貯蔵設備の整備

　

歯
科
技
工
指
示
書
の
記
載
事
項
の
見
直
し
や
技
工
所

の
構
造
設
備
基
準
を
新
た
に
規
定
す
る
「
歯
科
技
工
士

法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
す
る
省
令
」
が
１
日
、
施
行

さ
れ
た
（
２
０
１
２
年
10
月
改
正
）。
現
在
、
同
法
に

基
づ
く
設
備
基
準
を
満
た
さ
な
い
事
業
所
が
少
な
く
な

い
中
で
、
同
法
の
厳
格
適
用
は
零
細
技
工
所
を
廃
業
に

追
い
込
む
恐
れ
も
出
て
い
る
。
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